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今月号からはじまる新企画「南島原タイムトリップ」。
昔懐かしい写真を毎月紹介していきます。
過去のあの日に戻ったかのような時間旅行をお楽し
みください。

Ｑ. さて、ここはどこでしょう？

Ａ. 答えは次ページの下段をご覧ください。

1011子育てについて懇談しました
　11月21日、子育てに関わりのある母子保健推進員や保育士、
子育て中の保護者など16人と、子育て環境の現状や本市が取
り組んでいる施策などについて懇談しました。
　参加者からは、「今のお母さんたちはうらやましいと思う
くらいに、健診で保健師さんがあらゆることを献身的に指導
している」と評価の声があった一方、発達障害を持つ子ども
への対応について「親や周りの大人の理解とその子の個性を
伸ばしていくことが必要」、「予約が詰まっている“ことばの
相談”を早期に相談できるように受け入れ態勢の改善をして
ほしい」などの意見や、保護者に対しての子育て教室につい
て「保護者が積極的に参加するようなタイミングや開催場所
の工夫が必要」などの意見もありました。
　市長は、「それぞれの立場からの意見を市政に生かしてい
かなければと思いを新たにした。しっかり対応していきたい」
と話しました。子育て現場における生の意見を聴くことがで
きた貴重な時間となりました。
※懇談会の概要については、市ホームページに掲載しています。

答え：深江村役場（昭和37年撮影）

　世界遺産の構成資産である「原城跡」やその周辺の町並み、道路などの清
掃活動が、11月18日、南島原市世界遺産市民協働会議と島原半島うみやま街
道推進協議会の共催で実施されました。
　秋晴れの中、メンバーのほか、南有馬中学校の生徒や先生の皆さんも参加し、
総勢140人がごみや落ち葉拾いを行い、原城跡の来訪者に気持ちよく見学し
ていただける環境づくりに貢献しました。
　原城跡をかけがえのない「人類の宝」のひとつとして、また、「南島原の宝」
として、未来に引き継いでいくため、史跡の保存活用、環境の向上について、
ご理解とご協力をお願いします。

　原城跡の世界文化遺産登録を記念するとともに、世界遺産を活
用したまちづくりを市民一丸となって進めていくきっかけとする
ために、市民参加型の演劇の活動がスタートしました。
　この市民演劇は、世界遺産登録２周年を迎える令和２年７月５
日に上演します。練習は毎週１回のペースで行っていますので興
味がある人は見学にお越しください。未経験の人でも、プロのス
タッフや経験豊富な参加者が丁寧に指導します。また、大道具、
小道具などの作成や舞台スタッフも募集していますので、ご協力
いただける人は世界遺産推進室までお問い合わせください。

①南島原市令和遣欧少年使節の派遣報告
10月末にイタリア派遣、ローマ教皇謁見、
400年前の国際交流再現を報告。
②400年前の西洋音楽再現
当時の西洋音楽を再現。復元古楽器で披露。
③基調講演
『原城の歴史的意義』
　千田  嘉博 氏（城郭考古学者・史跡原城跡・日野江城跡専門委員会委員）
④パネルディスカッション

も事前申し込みが必要です。
　氏名、住所を電話またはFAXで申し込んでください。
問世界遺産推進室　☎73－6706・FAX85－2767

紙面の都合上、「まちの話題」に掲載できなかった話題や写真は南島原市ホーム
ページの「まちの話題WEB版」に掲載しています。ぜひご覧ください。

南島原市

南島原タイムトリップ
〜あの頃、君は若かった〜

今月の写真

いつまでもお元気で
～100歳おめでとうございます～

大木  光喜さん（布津町）
大正８年11月26日生まれ

林    フミヱさん（深江町）
大正８年12月７日生まれ

日向  敏　さん（加津佐町）
大正８年12月10日生まれ
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問 世界遺産推進室　☎７３－６７０６

原城跡をきれいに！

世界遺産市民演劇の練習がスタート！ ～参加者募集～

令和２年1月12日日
●午後１時30分～４時

とき

ありえコレジヨホールところ

「南島原市の世界遺産の魅力と連携・活用」
シンポジウム構成

「南島原市世界遺産登録１周年記念シンポジウム」を開催


